
（１）原子炉設備の検査
　　■原子炉本体、蒸気発生器、燃料、付属設備の検査を実施し
　　　ます。
（２）タービン設備の検査
　　■タービン本体、付属設備の検査を実施します。
（３）電気設備の検査
　　■発電機、付属設備の検査を実施します。
（４）制御設備の検査
      ■原子炉系の検査を実施します。
（５）放射性廃棄物、貯蔵・処理設備の検査
      ■廃棄物処理系の検査をします。
（６）プラント総合負荷性能検査
     ■核施設の点検・試験完了後に発電所が正常に運転できるか
　　　確認します。

実施される主要検査

今回の定期検査期間中に実施される主な工事の概要

海水系統

発電所の
安全・安定運転

●主要設備の運転性能や
　設定値などの確認
●分解点検や漏えい検査に
　よる設備の健全性の確認

健全性の確認

信頼性の向上機能の維持

　｢定期検査」とは、いわば「発電所の定期健康診断」です。設備や機器を安全な状態に保ち、トラブルを未然に
防止し安全・安定運転を行うことを目的に、おおむね13カ月に１回定期検査を実施しています。１号機は、平成
30年１月29日から定期検査が行われています。２号機は、４月下旬から定期検査が行われる予定です。

川内原子力発電所１号機第23回定期検査が実施されています

定期検査の概要について（お知らせ）

＊左図①～⑥の工事等箇所の説明

①原子炉容器出口管台溶接部保全工事
　原子炉容器出口配管の溶接部について、予防
保全の観点から、溶接材の表面を一部切削し、応
力腐食割れ対策としてより優れた材料にて溶接

②主給水配管取り替え工事
　配管曲がり部などについて、他の原子力発電
所で冷却水の流れによる減肉が確認されたこと
を踏まえて、耐腐食に優れた配管へ取り替え

③発電機回転子更新工事
　発電機回転子コイルの絶縁の経年変化を考慮
し、コイルを巻き替えた回転子に取り替え

④海水ポンプ取り替え工事
　海水ポンプ起動時に軸受部への潤滑水供給が
不要な無給水軸受を用いたポンプへの取り替え

⑤燃料集合体漏えい調査（１５７体）
　通常の定期検査で行う燃料外観検査に加え、
漏えいしている燃料集合体を特定するための検
査を実施

⑥可搬型ディーゼル注入ポンプの降下　
　火砕物（火山灰）対策
　万一の高濃度の火山灰による影響などを考慮
し、蒸気発生器の冷却に使用する常設の注水ポ
ンプが使用できない場合に備えた可搬型のディ
ーゼル注入ポンプについて、その機能を維持する
ため、吸気口に接続するフィルタコンテナを設置

●消耗品などの定期的な
　交換
●劣化に対する処置
●異常の早期発見と処理

●他の発電所で発生した
　事故・故障の類似箇所
　の点検・処置
●最新技術を導入した設
　備・機器への取り替え
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川内原子力発電所の運転状況は、次のとおりです。
＊九州電力（株）からの提供資料を基に作成しています。川内原子力発電所運転状況など

●発電電力量（1・2号機合計）平成29年12月分

＊目標値内であり、適切に管理されています。 ＊1本当たり200Lドラム缶相当 ＊貯蔵容量  約37,000本

●発電所の運転状況（1・2号機）

●低レベル放射性廃棄物（気体）1・2号機合計
平成29年4月1日～12月31日

●低レベル放射性廃棄物（固体）1・2号機合計
平成29年12月31日現在

●県内の発電電力量と消費電力量（平成29年12月分） ●使用済燃料の貯蔵状況（平成29年12月31日現在）

＊設備利用率：発電電力量÷（認可出力×暦日時間）×100
＊定格熱出力一定運転導入（平成14年）により、設備利用率が100％を超えることがあります。
　この「定格熱出力一定運転」とは、原子炉から発生する熱量（原子炉熱出力）を国から認めら
　れた最大値付近で一定に保って運転する方法で、海水温度に応じて電気出力は変化します。

放　出　量

1.7×108ベクレル 1.7×1015ベクレル
年間放出管理目標値（参考） 貯　蔵　量

24,523本
貯　蔵　率

66.3％

約14.1億kWh
発電電力量の合計 設備利用率

106.4％

（単位：億kWh）〔発電電力量内訳〕

水力 0.2火力 2.1
地熱・風力 0.1原子力 14.1

500 1,000 1,500 （単位：体）

１号機
２号機

１号機
２号機

1,868体
1,356体

1,160体
使用済燃料

 貯蔵容量 　貯　　蔵　　量

833体
16体

再使用燃料

29体
1,176体

計

862体
63.0％

貯 蔵 率

63.6％

5 10 15（単位：億kWh）

発電電力量
消費電力量

16.5
7.3

＊四捨五入の関係上数値が合わない場合があります。

出力89万キロワット 1月２
号
機

１
号
機

出力89万キロワット　営業運転開始／昭和60年11月

平成29年
７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

出力89万キロワット

通常運転

通常運転

出力89万キロワ　ット　営業運転開始／昭和59年7月

　

平
成
29
年
11
月
18
日（
土
）に
川
内
・
樋
脇
・

入
来
・
東
郷
・
祁
答
院
地
域
の
方
を
対
象
と

し
た
公
募
型
川
内
原
子
力
発
電
所
見
学
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
９
人
が
参
加
し
、
川
内
原

子
力
発
電
所
展
示
館
と
川
内
原
子
力
発
電
所

構
内
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

展
示
館
で
は
、
川
内
原
子
力
発
電
所
の
概

要
と
安
全
対
策
に
つ
い
て
ビ
デ
オ
鑑
賞
し
た

後
、
発
電
所
の
実
物
大
の
模
型
な
ど
を
見
な

が
ら
発
電
の
仕
組
み
、
放
射
線
に
関
す
る
こ

と
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
発
電
所
構
内
を
バ
ス
で
巡
り
原

子
力
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
日
頃
か
ら
発
電
所
職

員
が
訓
練
し
て
い
る
運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

室
や
発
電
所
の
安
全
対
策
の
た
め
の
資
機
材

を
配
備
し
て
あ
る
緊
急
用
保
管
エ
リ
ア
、
海

水
ポ
ン
プ
エ
リ
ア
の
津
波
対
策
の
状
況
な
ど

を
見
学
し
ま
し
た
。

●�

か
な
り
厳
重
な
安
全
対
策
が
な
さ
れ

て
い
る
と
思
っ
た
。

●�

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
室
や
実
習
訓
練
室

を
見
て
、
少
し
安
心
し
た
。
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が
、
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怖
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と
い
う
思
い
が
無
く
な
っ
た
。
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